
○
総
務
省
告
示
第
七
十
二
号

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
五
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和

三
十
四
年
郵
政
省
告
示
第
八
百
五
十
一
号
（
無
線
設
備
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
高
周
波
利
用
設
備
の
高
周
波
出
力
の
測

定
及
び
算
出
方
法
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

二
の
２
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈢

電
界
又
は
磁
界
を
使
用
し
て
電
力
の
伝
送
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
送
電
側
の
出
力
端
又
は
当
該
設
備
の
入

力
端
に
お
い
て
測
定
し
た
電
圧
と
電
流
と
の
積
に
よ
り
算
出
す
る
。


